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研究成果の概要（和文）：  西洋世界の文化的・学問的蓄積のなかから生まれた「文化遺産」とは、人類の文化的諸活
動により生み出された有形・無形の文化財を指すとされ、有形・無形など文化財の形状に応じた様々な分類がなされて
いる。本研究が目指す〈宗教遺産学〉とは、人類の思想的な営みこそが、宗教に関わる諸遺産を生み出す原動力になっ
たとする見方に立ち、様々な形状の諸遺産に通底する宗教思想の分析に力点をおくことで、諸遺産を統合的にとらえよ
うとするものである。東アジアや日本における具体的な事例研究より、〈宗教遺産〉なる概念の有効性を明らかにし、
今後の研究の方向性を示した。

研究成果の概要（英文）："Cultural Heritage", which originates from cultural and academic studies in the 
Western World, consists of visible and invisible cultural properties created by human activities. 
Regarding "Cultural Heritage", properties are variously classified depending on their form. On the other 
hand, "Religious Heritage Studies ",at which this research aims, is based on a conviction that it is 
ideological human action that became the motivation to create various heritages related to religion. This 
study tries to grasp various kinds of heritage by emphasizing religious thought connected with cultural 
properties. We clarified the effectiveness of the concept of "religious heritage" and established 
directions for our future research through specific case sutudies in Japan and East Asia.

研究分野： 日本中世史　日本宗教史
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１．研究開始当初の背景 
(1) 西洋世界の文化的・学問的蓄積のなかか
ら「世界遺産」なる概念が生まれ、1972 年
のユネスコ総会にて、「世界の文化遺産及び
自然遺産の保護に関する条約」（世界遺産条
約）が採択され、遺跡・景観・自然など人類
が共有すべき顕著な普遍的価値を持つ物件
（移動不可能な土地や不動産）が世界遺産リ
ストに登録されることとなった。 
(2) この世界遺産を主に支えるのが「文化遺
産」なる概念で、世界の諸遺産の学問的検討
は「文化遺産学」という範疇を中心として行
われてきた。当初、「文化遺産学」の研究対
象となったのは、遺跡・仏像・建造物などの
有形遺産で、モノそのものの分析に重点が置
かれてきた。その後、無形遺産にも概念を拡
大して、多様な遺産を包摂する概念として現
在では「文化遺産」が使用されている。 
(3) 通常、文化遺産はMonument（記念物）、
Group of Buildings（建築物）、Site(遺跡)に
分類されることが多く、遺産はその形態・形
状に応じて、細分化されているといって良い。 
しかし、かかる形状による分類では各遺産が
持つ特質や意義が捨象されていると考える。 
(4) われわれが構築を目指す〈宗教遺産学〉
は、形態・形状により分類されてきた諸遺産
を統合的にとらえ直すために、諸遺産を生み
出した思想に注目して、思想がいかに遺産を
生み出してきたのかという視点から、遺産学
の再構築を目指すものである。形状が異なっ
ても、同じ思想により生み出された遺産は共
通するものとして認識することとなる。 
 
２．研究の目的 
(1) 〈宗教遺産学〉が目指そうとするのは、
人類の思想的な営みこそが、宗教に関わるモ
ノ（有形遺産）やコト（無形遺産）を生み出
す原動力になったとする見方に立ち、思想が
どのようにして形成されたのか、そして、そ
の思想がいかにしてモノ・コトを創出してき
たのか、を解明することを目的とする。つま
り、ヒトが、自らをとりまく時代状況や社会
状況（政治・経済・文化）のなかで、いかに
して思想や、それを具現化した遺産（モノ・
コト）を生み出してきたのかを解明すること
が、本研究が目指す〈宗教遺産学〉なのであ
る。 
(2)  とりわけ「宗教」に注目するのは、諸遺
産の多くが何らかの形で宗教との関わりを
持ち、人類が有する宗教的動機こそが諸遺産
を生み出す（破壊する）主たる原因であった
と考えるからである。文化遺産の中でも宗教
に関わる遺産を対象とすることになるが、そ
れは量的にも文化遺産の多くを占めるもの
と考える。 
(3) われわれが構築を目指す宗教遺産学は、
現在の文化遺産学のあり方を批判的に捉え、
新たな学問体系の構築を目指すものである。
しかしながら、新たな文化遺産学の枠組を宗
教遺産学と表現したものであり、含意が達成

されるならば、「宗教遺産学」という表現に
は必ずしもこだわるものではない。 
 
３．研究の方法 
 われわれが目指す宗教遺産学を構築する
ために、次のような方法を採用した。 
(1) 日本に足場を置きながら、広く中国・朝
鮮半島をも視野に入れて、東アジアの遺産に
立脚した新たな学問体系の構築を目指す。つ
まり、西洋世界のなかから生まれた「世界遺
産」をはじめとする「遺産学」を一旦相対化
したうえで、最終的には、それをも包括した
新たな遺産学を日本より構築しようとする
試みである。 
(2) 具象化された有形・無形遺産のみなら
ず、その背後にある思想（哲学）に注目し、
形而上の思想（哲学）と、形而下にある現実
の社会のなかから生み出された有形・無形の
遺産とを統合的に捉える概念として〈宗教遺
産〉を設定する。これは、考古学・人類学・
美術史学・宗教学・哲学・歴史学・文学など
諸学問分野に分断された人文諸学を〈宗教遺
産学〉という視角から統合しようとする試み
でもある。 
(3) 具体的な研究方法としては、既存の思
想的・理論的な枠組に依拠するのではなく、
個別・具体的な事実・事例に一旦沈潜した上
で、そのなかから新たな議論の枠組を立ち上
げていき、普遍的な学問体系の構築を目指そ
うとするものである。 
 
４．研究成果 
 個別の研究成果は下記の「５．主な発表論
文等」の通りあるが、本研究の主たる研究成
果は 2014 年 10月 10.11 日にアメリカ ハー
バード大学ライシャワー研究所で実施した
成果報告シンポジウムで報告し、アメリカの
研究者よりコメントや批判、教示を得た。シ
ンポジウムでは、フルペーパの予稿集（全 200
頁弱）を作成した。その構成は以下の通りで
ある。 
 
第１パネル 日本における文化財保存と遺
産学の現状と課題 
・高木博志「近代日本の文化財保護と「日本
文化」」 
・上杉和央「日本の「文化財」概念の現状と
課題」 
・山岸常人「文化財保存の実態と歴史研究―
寺社建築を中心に―」                             
第２パネル 東アジアの思想・儀礼より遺産
学を考える 
・眞壁仁「日本における儒礼の受容と展開 
―昌平黌の釈奠改革を中心に―」 
・中純夫「宗教遺産学の射程―中国文廟従祀
制度をめぐって―」 
・岡本隆司「儒教の運命と近現代中国」 
第３パネル 宗教空間より遺産学を考える 
・菱田哲郎「日本古代における宗教空間の形
成」 



・ 阿 部泰郎 「 聖徳太 子 の宗教 遺 産―           
―法隆寺上宮王院の宗教空間と聖遺物とし
ての太子宝物―」 
・阿部美香「宗教遺産としての融通念仏縁起
絵巻―絵巻が創造・展開する宗教空間―」 
・山本聡美「宗教遺産としての中世仏教説話
画―聖衆来迎寺蔵「六道絵」閻魔王庁幅に集
積された知を読み解く―」 
第４パネル 宗教遺産学の構築に向けて 
―全体を統括して― 
・阿部拓児「メソドロジーとしての宗教遺産
学―日本人西洋古代史家の視点から―」 
・川瀬貴也「宗教遺産学と近代宗教概念」 
・上島享「日本の宗教文化の特質を考える 
―〈宗教遺産学〉が目指すもの―」 
 
 本シンポジウムについて、アメリカ側から
の研究者よりおおむね高い評価を得たが、改
善点について具体的なアドバイス・提言があ
ったことは大きな成果を考える。 
 これを踏まえて、現在、本シンポジウムの
内容を核として、しかるべき書肆より出版す
ることで準備を進めている。  
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